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１ 調査の概要

(1) 調査の目的

(2) 調査概要

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施
策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○ 学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
○ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

調 査 実 施 日 令和８年(2026年)４月20日(月)～５月29日(金)

調 査 対 象 小学校６年生、中学校３年生

調 査 事 項 ① 児童生徒：教科に関する調査〔国語、算数・数学、英語（中学校のみ）〕／質問調査
② 学 校：質問調査

調 査 実 施 日 に
調査を実施した
学校数・児童生
徒数

北海道（公立）                      〔参考〕全国（公立） 

 対象学校数(校) 実施学校数(校)(実施率) 児童生徒数(人)   対象学校数(校) 実施学校数(校)(実施率) 児童生徒数(人) 

小学校 903 901(99.8％) 33,171  小学校 18,126 18,077(99.7％) 922,778 

中学校 558 555(99.5％) 32,620  中学校 9,249  9,146(98.9％) 842,491 

合  計 1,461 1,456(99.7％) 65,791  合  計 27,375 27,223(99.4％) 1,765,269 

 

※札幌市を含む
※実施学校数は、調査実施日に

調査を実施した学校数
※児童生徒数は、教科に関する調

査のうち、最も多くの児童生徒が
実施した教科の人数

(4) IRTに基づく
調査

○ 「中学校英語」の結果は、これまでの正答数・率に代えて、IRTスコア・IRTバンドで表示。
〔問題の構成〕
・生徒１人当たり、公開問題10問と非公開問題12問を出題。
・公開問題は16問あり、このうち７問は全員に共通して出題され、残る９問の中から生徒ごとに異なる３問が出題されている。
・非公開問題は幅広い内容・難易度等から出題され、生徒ごとに異なる問題を解いている。
〔IRTスコア・IRTバンド〕
・IRTスコアは、IRT（項目反応理論）に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準にした得点で表し
たもので、難易度の高い問題に正答していると高めに、難易度の低い問題に誤答していると低めに算出される。

・IRTバンドは、IRTスコアを１～５の５段階に区切ったものであり、３を基準のバンドとし、５が最も高いバンドとなる。

(3) 調査結果の
解釈等に関す
る留意事項

○ 本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であることや、学校における教育活動の一側面であることに留意する
必要がある。

○ 北海道の各教科の平均正答率については、国が公表した整数値と、国から提供されたデータを基に北海道教育委員会が
独自に算出した小数値で示している。
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【各教科の平均正答率・平均IRTスコア】 ※R8中学校英語は平均IRTスコア ○　平均正答率・平均IRTスコアの比較 

道 60 〔59.6〕 54 〔53.6〕 63 〔63.3〕 55 〔55.0〕 489

国 61 〔60.9〕 56 〔56.4〕 64 〔63.9〕 57 〔57.0〕 499

道 65 〔65.4〕 55 〔55.2〕 54 〔54.0〕 47 〔46.7〕 44 〔43.9〕

国 67 〔66.8〕 58 〔58.0〕 54 〔54.3〕 48 〔48.3〕 46 〔45.6〕

※　道の平均正答率：国が公表した整数値 〔道教委が独自に算出した小数値〕
※　国の平均正答率：国が公表した小数値を、小数第１位で四捨五入した整数値 〔国が公表した小数値〕
※　中学校英語は、「聞くこと・読むこと・書くこと」の３技能を集計
※　国語、算数・数学の下段は令和７年度の結果、英語３技能の下段は前回調査のあった令和５年度の結果

【全国と北海道の平均正答率の差】

・小学校は、全ての教科で全国との差が2.8ポイント以内
（令和７年度2.8ポイント以内）

・中学校英語３技能の平均IRTスコアは、全国を10下回った

・中学校は、国語及び数学で全国との差が2.0ポイント以内
（令和７年度1.6ポイント以内）

英語３技能

中学校

国語 数学

小学校

国語 算数

平均正答率
（％）

平均
IRTスコア

R8

R7
（R5）

２ 結果の概要 (1) 教科に関する調査〔国語、算数・数学、英語〕
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※ 国語、算数・数学について、平成19年度から平成30年度まで、

主として「知識」に関する問題（Ａ）及び主として「活用」
に関する問題（Ｂ）を実施。平成31年度から、「知識」と
「活用」を一体的に問う問題に変更して実施。
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２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果 ①小学校国語

・平均正答率は60[59.6]％
・平均正答率の小数値での比較では、全国との差は、-1.3ポイント

児童数(人) 平均正答数(問) 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

北海道(公立) 33,169 7.8 ／ 13 60〔59.6〕 8.0 3.0

全 国(公立) 922,411 7.9 ／ 13 61〔60.9〕 8.0 3.0

分類 区分
対象

問題数
(問)

平均正答率(％)

北海道(公立） 全 国（公立）

全体 13 60［59.6］ 60.9

学
習
指
導
要
領
の
内
容

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 4 65.9 66.8
(2) 情報の扱い方に関する事項 2 51.0 52.3
(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 3 64.4 65.8
Ｂ 書くこと 2 43.2 45.7
Ｃ 読むこと 2 65.0 65.9

評価の観点

知識・技能 6 60.9 62.0
思考・判断・表現 7 58.5 60.1
主体的に学習に取り組む態度 0

問題形式

選択式 9 60.4 61.9
短答式 2 62.3 62.6
記述式 2 53.4 54.9

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の内容
評価の観点 問題形式

正答率
(％)

無解答率
(％)知識及び技能

思考力、判断力、
表現力等

(1) (2) (3) Ａ Ｂ Ｃ
知

識

・

技

能

思
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・
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に
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選
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(
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)
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国

(

公

立
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海

道

(

公

立

)
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国

(
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)

言

葉
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徴

や

使

い

方

に
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る

事

項

情

報

の

扱

い

方

に

関

す
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事
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の

言

語

文

化
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関

す

る

事

項

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

１⃣

一
【構成メモ】の工夫として適切なものを選択す
る

３・４
イ ○ ○ 71.9 73.9 0.5 0.8

二
⑴

【動画の一部】の工夫として適切なものを選択
する

５・６
ウ ○ ○ 59.8 60.2 0.4 0.6

二
⑵

【動画の一部】の太線囲みの部分の工夫として
適切なものを選択する

５・６
ウ ○ ○ 61.6 63.2 0.5 0.7

二
⑶

〈音声〉の下線部の工夫の効果として適切なも
のを選択する

５・６
ク ○ ○ 63.8 65.2 0.5 0.8

２⃣

一
花山さんの文章の工夫を説明したものとして適
切なものを選択する

５・６
イ ○ ○ 55.9 57.9 0.6 0.8

二
【花山さんの文章の一部】の下線部①に続く文
として適切なものを選択する

３・４
ア ○ ○ 48.7 48.9 0.8 1.1

三
ア

【花山さんの文章の一部】の下線部アを、漢字
を使って書き直す（みじか-い）

５・６
エ ○ ○ 77.9 80.0 4.2 4.1

三
イ

【花山さんの文章の一部】の下線部イを、漢字
を使って書き直す（ふしぎ）

５・６
エ ○ ○ 46.7 45.2 6.2 6.6

四
【花山さんの文章の続き】の空欄に入る内容を、
【集めた情報】から抜き出して考えが伝わるよ
うに書く

５・６
エ ○ ○ 30.6 33.5 5.3 5.2

３⃣

一 【文章】の特徴として適切なものを選択する
５・６
カ ○ ○ 75.1 76.7 1.6 2.2

二
傍線部①、②、③について【林さんのメモ】に
どのように整理したのかを説明したものとして
適切なものを選択する

５・６
イ ○ ○ 53.4 55.6 1.9 2.5

三
⑴

【話し合いの様子の一部】の空欄に入る内容と
して適切なものを選択する

５・６
ウ ○ ○ 53.8 55.5 2.5 3.3

三
⑵

【文章】を読んで考えたことを、自分の経験と
結び付けてまとめて書く

５・６
オ ○ ○ 76.3 76.4 15.4 15.6

【問題別集計結果】【概要】

【正答数ごとの層分布】

【集計結果】

22.2 

24.0 

19.8 

20.6 

23.6 

23.5 

34.2 

32.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国(公立)

北海道(公立)

0-5問 6-7問 8-9問 10-13問

※太枠は、全国以上の平均正答率
及び全国以下の無解答率
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２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果 ②小学校算数

・平均正答率は54[53.6]％
・平均正答率の小数値での比較では、全国との差は、-2.8ポイント

児童数(人) 平均正答数(問) 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

北海道(公立) 33,171 8.6 ／ 16 54〔53.6〕 9.0 4.0

全 国(公立) 922,778 9.0 ／ 16 56〔56.4〕 9.0 4.0

分類 区分
対象

問題数
(問)

平均正答率(％)

北海道(公立） 全 国（公立）

全体 16 54［53.6］ 56.4

学習指導要領の領域

Ａ 数と計算 8 58.2 61.1
Ｂ 図形 4 51.8 55.3
Ｃ 測定 1 76.4 78.1
Ｃ 変化と関係 3 38.1 41.1
Ｄ データの活用 4 45.6 48.6

評価の観点

知識・技能 12 57.4 60.1
思考・判断・表現 4 42.5 45.4
主体的に学習に取り組む態度 0

問題形式

選択式 5 54.4 56.0
短答式 8 56.6 59.7

記述式 3 44.5 48.5

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
正答率
(％)

無解答率
(％)

Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ 知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

数

と

計

算

図

形

測

定

変

化

と

関

係

デ

ー

タ

の

活

用

１⃣

⑴ 一辺が８㎝の立方体の体積を求める式を書く
５(4)
ア(ｲ) ○ ○ 66.3 72.7 1.6 1.3

⑵
直方体の箱の形の六つの面のうち、四つの面が示
されたとき、残りの二つの面の縦と横の長さを書
く

２(1)
ア(ｳ)
４(2)
ア(ｱ)

○ ○ 62.3 63.0 1.8 1.7

⑶
１㎤の立方体を36個使ってできた直方体の体積を
書く

５(4)
ア(ｱ) ○ ○ 38.3 40.1 4.7 4.2

⑷
四つの箱のまとめ方によって宅配便の送料に違い
があるかを調べるために、直方体イの送料の求め
方とその答えを書く

２(2)
ア(ｱ)

４(2)
ア(ｱ)
※

３(1)
ア(ｱ) ○ ○ 40.2 45.2 6.6 5.8

２⃣

⑴
74291の百の位の数を四捨五入して、千の位までの
概数で表したものを選ぶ

４(2)
ア(ｲ) ○ ○ 63.1 66.5 1.0 1.0

⑵
イシガメ14匹が動物園全体のカメの数の20％に当
たるときの、動物園全体のカメの数を求める式と
答えを書く

５(3)
ア(ｲ) ○ ○ 47.5 53.1 8.7 7.2

⑶
ペンギンがいる二つの広場の混み具合を求める式
の意味について、正しいものを選ぶ

５(2)
イ(ｱ) ○ ○ 36.4 36.1 1.6 1.6

⑷
赤いテープの長さが、白いテープの長さの1.5倍に
なっている図を二つ選ぶ

４(4)
ア(ｱ)

５(3)
ア(ｱ) ○ ○ 30.4 34.2 1.4 1.5

３⃣

⑴
１、５、９の３枚のカードを当てはめてつくるこ
とのできる最も大きい数を書く

４(4)
ア(ｲ) ○ ○ 94.4 94.5 1.0 1.0

⑵
二つの小数のどちらが５に近いかを判断するため
に、6.37－５と５－3.76を計算する

４(4)
ア(ｳ) ○ ○ 52.5 58.1 2.6 2.2

⑶
７／３と７／４のどちらの方が大きいかを判断し、
そのわけを書く

４(5)
ア(ｱ)
イ(ｱ)
５(4)
ア(ｱ)
ア(ｴ)
イ(ｱ)

○ ○ 40.0 44.0 3.4 3.2

⑷
５／３を表す目盛りが示された数直線上で、１を
表す目盛りを選ぶ

３(6)
ア(ｱ)
ア(ｲ)

○ ○ 68.4 68.1 2.7 2.7

４⃣

⑴
全員分のアンケートが整理されていない学級を見
付け、その根拠となる人数を表１と表２の中から
書く

３(1)
ア(ｱ)
※

○ ○ 53.3 56.2 3.7 3.7

⑵
昔遊びの計画を見て、全体で使える時間の中で、
「前半」に使える時間は何分間かを書く

２(2)
ア(ｱ)
３(4)
ア(ｱ)

３(2)
ア(ｲ) ○ ○ 76.4 78.1 3.8 3.4

⑶
二次元の表から、前半にあやとりに参加する人数
と、前半はかるたに参加し、後半はあやとりに参
加する人数を書く

４(1)
ア(ｱ) ○ ○ 15.0 17.9 4.1 3.9

⑷
帯グラフから、「いっしょに話ができたこと」の
割合が約何％かを選ぶ

５(1)
ア(ｱ) ○ ○ 73.8 74.9 6.8 6.9

【問題別集計結果】【概要】

【正答数ごとの層分布】

【集計結果】

※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

21.6 

24.7 

22.2 

23.6 

25.0 

24.4 

31.1 

27.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国(公立)

北海道(公立)

0-5問 6-8問 9-11問 12-16問

※太枠は、全国以上の平均正答率
及び全国以下の無解答率
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２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果 ③中学校国語

・平均正答率は63[63.3]％
・平均正答率の小数値での比較では、全国との差は、-0.6ポイント

生徒数(人) 平均正答数(問) 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

北海道(公立) 32,596 9.5 ／ 15 63〔63.3〕 10.0 3.3

全 国(公立) 841,873 9.6 ／ 15 64〔63.9〕 10.0 3.3

分類 区分
対象

問題数
(問)

平均正答率(％)

北海道(公立） 全 国（公立）

全体 15 63［63.3］ 63.9

学
習
指
導
要
領
の
内
容

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 5 61.9 63.0
(2) 情報の扱い方に関する事項 1 69.0 70.4
(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 3 63.1 63.9
Ｂ 書くこと 3 68.2 67.4
Ｃ 読むこと 3 59.0 59.7

評価の観点

知識・技能 6 63.1 64.2
思考・判断・表現 9 63.4 63.7
主体的に学習に取り組む態度 0

問題形式

選択式 9 71.8 72.7
短答式 3 55.5 55.8
記述式 3 45.5 45.5

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の内容
評価の観点 問題形式

正答率
(％)

無解答率
(％)知識及び技能

思考力、判断力、
表現力等

(1) (2) (3) Ａ Ｂ Ｃ
知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情

報

の

扱

い

方

に

関

す

る

事

項

我
が
国

の
言

語
文
化
に
関

す
る

事
項

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

１⃣

一
「可能の意味」を含んでいるものとして適切な
ものを選択する

２
オ ○ ○ 83.4 84.3 0.1 0.2

二
「投げられる」を説明したものとして適切なも
のを選択する

１
エ ○ ○ 67.3 70.2 0.2 0.3

三 「ら抜き言葉」であるものを選択する
２
オ ○ ○ 84.7 85.4 0.1 0.2

２⃣

一
発言について説明したものとして適切なものを
選択する

１
ア ○ ○ 69.3 68.5 0.2 0.3

二
話合いの中の発言について説明したものとして
適切なものを選択する

１
エ ○ ○ 69.5 70.4 0.2 0.3

三
話合いを受けて整理したタブレット端末の画面
を説明したものとして適切なものを選択する

２
イ ○ ○ 69.0 70.4 0.3 0.4

四
話合いを受けてどのような意見を述べるか、自
分の考えを書く

２
オ ○ ○ 50.5 52.7 16.0 14.7

３⃣

一
文書作成ソフトに表示された意味と用例を参考
にして、漢字を書き、漢字の組合せとして適切
なものを選択する（とる）

２
ウ
エ

○ ○ 37.5 39.8 0.2 0.3

二
気持ちがより伝わるように、表現を工夫して書
く

２
ウ ○ ○ 92.4 92.3 4.8 4.8

三
文章の展開の意図を説明したものとして適切な
ものを選択する

２
イ ○ ○ 64.9 65.0 0.4 0.5

四
書いた文章について、交流を基にして、「この文章
のよい点や改善点」と「今後随筆を書くときに生か
したいこと」を書く

２
オ ○ ○ 47.3 45.0 11.7 10.7

４⃣

一
文章全体を三つに分けて整理したものとして適
切なものを選択する

１
ア ○ ○ 71.0 71.6 0.6 0.7

二
国語辞典を参考にして、「ほうふつとさせる」
と同じような内容を表す別の表現を文章中から
抜き出す

１
ウ ○ ○ 36.7 35.2 20.4 19.8

三
文章中に書かれている、会話の表情を表す擬音
語・擬態語の特徴をまとめたものとして適切な
ものを選択する

１
ウ ○ ○ 67.3 68.7 1.0 1.1

四
二つの例文を比べながら、擬態語「きっぱり」
が表している具体的な様子と擬態語の効果を書
く

１
オ ○ ○ 38.8 38.9 20.7 18.6

【問題別集計結果】【概要】

【正答数ごとの層分布】

【集計結果】

19.5 

20.1 

24.9 

25.8 

22.1 

21.6 

33.5 

32.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国(公立)

北海道(公立)

0-6問 7-9問 10-11問 12-15問

※太枠は、全国以上の平均正答率
及び全国以下の無解答率 5



２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果 ④中学校数学

・平均正答率は55[55.0]％
・平均正答率の小数値での比較では、全国との差は、-2.0ポイント

生徒数(人) 平均正答数(問) 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

北海道(公立) 32,580 8.8 ／ 16 55〔55.0〕 9.0 4.5

全 国(公立) 842,491 9.1 ／ 16 57〔57.0〕 10.0 4.5

分類 区分
対象

問題数
(問)

平均正答率(％)

北海道(公立） 全 国（公立）

全体 16 55［55.0］ 57.0

学習指導要領の領域

Ａ 数と式 5 66.2 67.8
Ｂ 図形 4 47.9 48.7
Ｃ 関数 3 50.7 54.8
Ｄ データの活用 4 51.3 53.5

評価の観点

知識・技能 12 60.9 63.0
思考・判断・表現 4 37.3 39.1
主体的に学習に取り組む態度 0

問題形式

選択式 3 58.0 59.3
短答式 9 61.8 64.2
記述式 4 37.3 39.1

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
正答率
(％)

無解答率
(％)

ＡＢＣＤ知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

数

と

式

図

形

関

数

デ

ー

タ

の

活

用

１⃣
２月３日のＡ市の最高気温が最低気温より何℃高
くなったかを書く

１(1)
ア(ｳ) ○ ○ 85.3 85.7 0.5 0.6

２⃣
７x＋９－５x＋７x²＋２xから、７xの同類項をす
べて書く

２(1)
ア(ｱ) ○ ○ 68.3 70.5 2.3 2.2

３⃣
四角形ＰＱＲＳにおいて、ＰＳ∥ＱＲを示すため
の根拠となる二つの角を書く

２(1)
ア(ｱ) ○ ○ 50.5 49.1 3.0 2.8

４⃣
反比例の表において、xの値が－３のときのyの値
を求める

１(1)
ア(ｲ) ○ ○ 48.1 55.3 1.1 1.1

５⃣
大小二つのさいころを同時に投げるとき、大きい
さいころの目が６で小さいさいころの目が１であ
る確率を求める

２(2)
ア(ｲ) ○ ○ 55.9 60.2 5.6 4.8

６⃣

⑴
選んだ２数が３と６のときについて、陸斗さんの
予想が成り立つことを示す式を書く

２(1)
ア(ｴ) ○ ○ 71.8 73.2 7.9 6.6

⑵
陸斗さんの予想がいつでも成り立つことを説明す
るための方針を完成するために、当てはまるもの
を選ぶ

２(1)
ア(ｳ) ○ ○ 63.9 65.0 0.6 0.6

⑶
手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ－Ｂ
の値がどんな数になるかを、選んだ２数の差に着
目して説明する

２(1)
イ(ｲ) ○ ○ 41.5 44.6 29.9 26.5

７⃣

⑴
動画の時間とデータ量の関係を表すグラフにおい
て、点Ｃの座標を書く

１(1)
ア(ｳ) ○ ○ 72.0 75.2 6.6 5.6

⑵
データ量が1000ＭＢになるときの動画の時間がお
よそ何秒になるかを求める方法を説明する

１(1)
イ(ｲ) ○ ○ 31.9 33.9 42.9 39.6

８⃣

⑴
∠ＡＯＢの大きさがａ°のとき、∠ＰＯＢの大き
さをａを用いた式で書く

１(1)
ア(ｱ) ○ ○ 60.3 62.5 10.4 9.0

⑵
図１において、ＡB＝ＡP、ＯＢ＝ＯＰならば∠ＡＯＢ＝∠
ＡＯＰであることを、三角形の合同を基にして証明する

２(2)
イ(ｲ) ○ ○ 45.1 46.1 25.1 22.2

⑶
図２において、証明する事柄における仮定となる
辺や角の関係を選ぶ

２(2)
ア(ｲ) ○ ○ 35.7 37.1 1.0 1.0

９⃣

⑴
全校生徒の睡眠時間の度数分布表において、最小
の階級から６時間以上７時間未満の階級までの累
積度数を求める

１(1)
ア(ｱ) ○ ○ 44.2 46.0 16.7 14.3

⑵
学年別の睡眠時間について、学年別睡眠時間の箱
ひげ図から読み取れることとして正しいものを選
ぶ

２(1)
ア(ｱ) ○ ○ 74.3 75.8 0.8 0.7

⑶

「就寝時刻が23時より前の生徒と比べて、23時以
降の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にある」と主
張できる理由を、悠真さんが調べたことの二つの
度数分布多角形の形と位置を比較して説明する

１(1)
イ(ｱ) ○ ○ 30.7 31.9 33.2 28.9

【問題別集計結果】【概要】

【正答数ごとの層分布】

【集計結果】

19.4 

22.1 

30.3 

30.8 

21.0 

20.3 

29.1 

26.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国(公立)

北海道(公立)

0-4問 5-9問 10-12問 13-16問

※太枠は、全国以上の平均正答率
及び全国以下の無解答率
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⑤中学校英語（３技能）

・平均IRTスコアは489
・平均IRTスコアの比較では、全国との差は－10であり、全国を下回っている

平均
IRTスコア

標準偏差
パーセンタイル値

10％ 25％ 50％ 75％ 90％

北海道
(公立)

489 110.8 360 410 481 559 628

全 国
(公立)

499 113.7 364 419 494 571 641

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
正答率
(％)

無解答率
(％)

⑴⑵⑶⑷⑸知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

／

口

述

式

記

述

式

／

口

述

式

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

聞

く

こ

と

読

む

こ

と

話

す

こ

と

［

や

り

取

り

］

話

す

こ

と

［

発

表

］

書

く

こ

と

注文の場面での店員と客の会話を聞き、客が注文
したものを選択する

○
※ ○ ○ 60.0 60.2 0.1 0.2

ショッピングセンターでのアナウンスを聞き、行
くべき階を選択する

ア ○ ○ 77.9 78.5 0.1 0.1

学校見学についての説明を聞き、行くべき場所を
選択する

ア ○ ○ 75.2 76.0 0.1 0.1

職場体験についての発表を聞き、その後に示され
る３枚の絵を体験した順になるように選択する

イ ○ ○ 41.7 43.8 0.2 0.3

住みやすいまちづくりについての発表を聞き、話
し手が最も伝えたいことを選択する

ウ ○ ○ 55.5 55.6 0.3 0.2

文章を読み、グラフの空所に入る学校行事を選択
する

○
※ ○ ○ 67.2 67.3 1.0 1.1

誕生日パーティーに関するメールを読み、最も適
切な時刻を選択する

ア ○ ○ 69.9 72.4 0.1 0.1

友達からのメッセージを読み、相手が示した条件
に合うウェブサイトを選択する

ア ○ ○ 59.8 63.8 0.1 0.1

物語を読み、物語全体を通した登場人物の気持ち
の変化を表したものを選択する

イ ○ ○ 47.6 49.0 0.1 0.1

⑴
インターネットの使用に関する文章を読み、書き
手が最も伝えたいことを選択する

ウ
○ ○ 46.1 47.5 0.1 0.2

⑵
インターネットの使用に関して読んだことについ
て、考えとその理由を書く

ウ ○ ○ 24.5 27.8 16.2 14.6

①
与えられた情報に基づいて、留学生の昨日の出来事
を説明する英文を書く

ア ○ ○ 52.5 58.9 2.8 2.5

② ア ○ ○ 47.2 52.7 3.2 3.0

中学生になってからの思い出を１つ取り上げ、そ
こで体験したことと感想を書く

イ ○ ○ 43.5 47.5 10.3 8.7

留学生との交流会で一緒にしたいことを１つ取り
上げ、その理由を書く

イ ○ ○ 41.0 44.0 10.9 9.3

学校で普段行うことを１つ取り上げ、それについ
ての説明を書く

イ ○ ○ 25.6 27.8 15.5 14.2

【問題別集計結果（公開問題）】【概要】

【IRTスコア集計値】

※「学習指導要領の領域」における「○」は、五つの領域別の目標に分類されない「知識及び技能」を示している。

１

10

２

３

４

５

６

７

８

11

12

９

13

14

【IRTスコア分布グラフ】
（パーセンタイル値：10%、25%、50%、75%、90%）

※太枠は、全国以上の平均正答率
及び全国以下の無解答率

※IRTスコアは、IRTに基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を
基準にした得点で表すもの

【平均正答数集計値】

生徒数(人) 平均正答数 標準偏差

北海道(公立) 32,620 3.5  /  7 2.1

全 国(公立) 839,203 3.5  /  7 2.1

※公開問題のうち、全員に共通して出題される７問（ 、 、 、 ⑴、 ⑵、 ①、 ②）の
集計値を掲載

１ ５ ６ 10 1110 11

２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果

※パーセンタイル：データ全体を小さい順に並べたときに、ある値が下から数えて
何％の位置に相当するかを表す数値

北海道

（公立）

全国

（公立）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

10% 25% 50% 75% 90%
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第３四分位 76.9 76.9 75.0 75.0 80.0 80.0 81.3 81.3

第２四分位 61.5 61.5 56.3 56.3 66.7 66.7 56.3 62.5

第１四分位 46.2 46.2 37.5 37.5 46.7 46.7 31.3 31.3

２ 結果の概要 (3) 各教科の正答率・IRTバンドの分布

【箱ひげ図の見方】

正答率正答率正答率正答率

【各教科の正答率の分布】 【IRTバンドの分布】

4.7

5.0

28.2

31.9

38.4

38.0

22.7

20.2

5.9

4.9

0% 50% 100%

全国

（公立）

北海道

（公立）

中学校英語（３技能）

1 2 3 4 5

箱ひげ図は、データのばらつき具合を示すのに用いられるグラフで、データを小さい順に並べて４等分したとき
の分布を表しています。

大きい方から25％のデータが分布している範囲最大値

第３四分位数
（75パーセンタイル）

第１四分位数
（25パーセンタイル）

最小値

小さい方から25％のデータが分布している範囲

第２四分位数（中央値）
データを小さい順に並べたときの真ん中の値

※IRTバンドは、IRTスコアを１～５の５段階に区切ったもので
あり、３を基準のバンドとし、５が最も高いバンドとなる。

例）
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○　各市町村及び各学校における状況と比較・検討する上で、道教委が特に重視する質問項目

小 29.7 28.8 +1.4 -0.2

中 27.9 23.8 +0.9 +0.4

小 27.9 28.8 +1.0 +0.1

中 23.5 20.1 +0.4 -0.1

小 46.1 43.0 +2.6 +2.1

中 41.7 37.2 +2.1 +2.1

小 31.6 29.8 +0.2 -1.4

中 29.9 22.5 +0.6 -0.5

小 52.8 57.5 +9.8 +10.8

中 61.3 62.0 +6.2 +8.8

小 34.9 27.5 +2.1 +0.6

中 35.5 21.7 +3.5 +0.6

小 53.2 44.0 +8.3 +5.4

中 53.8 36.2 +7.4 +4.4

小 28.4 30.8 -0.3 -1.8

中 27.4 26.7 ±0.0 -0.7

小 46.0 47.9 -3.9 -6.1

中 52.8 53.5 -8.8 -8.1

小 82.5 56.2 +4.0 +5.1

中 93.0 82.2 +1.2 +3.0

小 56.9 62.1 +14.4 +17.8

中 57.3 59.7 +18.7 +19.6

校
種

質　　問　　項　　目

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと回答した児童生徒の割合

各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていたと回答した児童生徒の割合

学級の友達〔生徒〕との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができて
いると回答した児童生徒の割合

I
C
T
を
活
用
し
た

学
習
状
況

授
業
改
善

前年度までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、ほぼ毎日使用したと回答した児童生徒の割合

PC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると
思うと回答した児童生徒の割合

PC・タブレットなどのICT機器を使って学校での活動でプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思う
と回答した児童生徒の割合

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていると回答した
児童生徒の割合

北海道の結果(％) 全国比

R8 R7 R8 R7

※児童［４］生徒［４］は令和７年度に設定されていない項目のため、令和６年度の回答結果
※北海道の結果は最も肯定的に回答した割合。ただし、児童［３５］生徒［３５］、児童［２３］生徒［２３］、児童［４］生徒［４］は質問項目のとおり回答した割合

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり１時間以上、勉強すると回答した児童生徒の割合

普段（月曜日から金曜日）、スマートフォンや携帯電話、パソコン、タブレット、ゲーム機、テレビ等（以下、「スマートフォン
等」）で、1日当たり１時間以上、SNSや動画視聴などをすると回答した児童生徒の割合（スマートフォン等を使って学習す
る時間やゲームをする時間は除く）

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データなどに基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図
る一連のPDCAサイクルを確立していると回答した学校の割合

学
習
習
慣
等

検
証
改
善

サ
イ
ク
ル

分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていると回答した児童生
徒の割合

２ 結果の概要 (4) 質問調査〔生活習慣や学習環境等に関する項目〕

児童 [３６－３]

生徒 [３６－３]

児童 [３６－４]

生徒 [３６－４]

児童 [３９]

生徒 [３９]

児童 [４０]

生徒 [４０]

児童 [４２]

生徒 [４２]

児童 [４３]

生徒 [４３]

児童 [２２]

生徒 [２２]

児童 [２３]

生徒 [２３]

児童 [４]

生徒 [４]

学校 [１７]

児童 [３５]

生徒 [３５]
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〈小学校〉 〈中学校〉 〈小学校〉 〈中学校〉

〈小学校〉 〈中学校〉 〈小学校〉 〈中学校〉

「1．できている」と回答している児童生徒の割合は、令和７年度と比べて、小学校で2.4ポイ
ント低く、中学校で0.7ポイント高い。
全国と比べて、小学校で0.3ポイント低く、中学校で同じ。

「1．そう思う」と回答している児童生徒の割合は、令和７年度と比べて、小学校で7.4ポイン
ト高く、中学校で13.8ポイント高い。
全国と比べて、小学校で2.1ポイント高く、中学校で3.5ポイント高い。

「1．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、令和７年度と比べて、小学校で0.9ポ
イント低く、中学校で3.4ポイント高い。
全国と比べて、小学校で1.0ポイント高く、中学校で0.4ポイント高い。

「1．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、令和７年度と比べて、小学校で3.1ポ
イント高く、中学校で4.5ポイント高い。
全国と比べて、小学校で2.6ポイント高く、中学校で2.1ポイント高い。

「前年度までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしな
がら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか」

「あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理す
る（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると
思いますか」

「分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方
を考え、工夫することはできていますか」

「学級の友達［生徒］との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深
めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」

27.9 

28.8 

46.6 

49.7 

18.4 

18.5 

3.2 

2.9 

R8

北海道

R7

北海道

26.9 

28.7 

46.5 

49.1 

19.1 

18.9 

3.5 

3.2 

R8

全国

R7

全国

（％）

23.5 

20.1 

47.0 

49.1 

21.8 

25.7 

4.5 

4.2 

R8

北海道

R7

北海道

23.1 

20.2 

47.7 

50.4 

21.6 

24.0 

4.4 

4.2 

R8

全国

R7

全国

（％）

46.6 49.7 46.5 49.1 18.4 18.5 19.1 18.9 3.2 2.9 3.5 3.2 1．当てはまる 2．どちらかといえば、当てはまる 3．どちらかといえば、当てはまらない 4．当てはまらない

46.1

43.0

41.4

43.2

9.5

10.8

2.0

2.3

0.5

0.6

R8

北海道

R7

北海道

43.5

40.9

42.2

44.0

10.6

11.5

2.4

2.7

0.7

0.8

R8

全国

R7

全国

（％）

41.7 

37.2 

46.3 

48.1 

8.7 

10.5 

2.1 

2.2 

0.8 

0.9 

R8

北海道

R7

北海道

39.6 

35.1 

47.4 

49.6 

9.1 

10.5 

2.3 

2.5 

1.1 

1.1 

R8

全国

R7

全国

（％）
1．当てはまる 2．どちらかといえば、当てはまる 3．どちらかといえば、当てはまらない 4．当てはまらない 5．学級の友達との間で話し合う活動を行っていない

２ 結果の概要 (4) 質問調査〔生活習慣や学習環境等に関する項目〕

34.9

27.5

36.6

43.4

17.0

24.8

4.2

4.2

R8

北海道

R7

北海道

32.8 

26.9 

36.7

42.4

17.9

25.7

4.8

4.9

R8

全国

R7

全国

（％）

35.5 

21.7 

36.3 

42.7 

19.4 

29.1 

5.0 

5.3 

R8

北海道

R7

北海道

32.0 

21.1 

37.4 

42.2 

20.9 

29.8 

5.7 

5.7 

R8

全国

R7

全国

（％）

28.4

30.8

50.6

49.8

17.6

16.5

2.5

2.8

R8

北海道

R7

北海道

28.7 

32.6 

50.7

49.1

17.1

15.3

2.7

2.8

R8

全国

R7

全国

（％）

27.4 

26.7 

49.8 

49.1 

19.4 

20.7 

2.9 

3.2 

R8

北海道

R7

北海道

27.4 

27.4 

50.8 

50.1 

18.6 

19.2 

2.7 

2.8 

R8

全国

R7

全国

（％）
1．できている 2．どちらかといえば、できている 3．どちらかといえば、できていない 4．できていない34.927.532.826.9 36.643.4 36.742.4 17.024.817.925.7 4.24.24.84.91．そう思う 2．どちらかといえば、そう思う 3．どちらかといえば、そう思わない 4．そう思わない

［児童４０]

［生徒４０]

［児童４２]

［生徒４２]

［児童３６－３]

［生徒３６－３]

［児童２２]

［生徒２２]

10



○　各市町村及び各学校における状況と比較・検討する上で、道教委が特に重視する質問項目

小 42.3 44.7 -1.3 -2.6

中 42.9 41.3 +1.9 +0.6

小 56.5 56.3 +3.1 +1.0

中 48.7 48.3 +2.0 +1.7

小 59.6 60.7 +1.0 ±0.0

中 38.4 36.2 +1.0 +0.7

小 48.4 49.4 +1.1 +0.2

中 40.4 37.3 -0.4 -0.6

小 32.3 31.7 +0.4 -0.9

中 31.1 30.5 -0.9 -0.9

小 33.8 34.5 +1.9 +0.7

中 21.9 21.1 -0.2 -1.3

小 26.1 25.4 +1.7 +1.3

中 24.4 25.1 +2.1 +3.5

小 36.8 36.1 +0.7 +0.2

中 28.0 29.0 +0.9 +3.6

小 31.6 32.5 -2.3 -1.2

中 27.5 26.1 -1.3 -0.4

小 37.2 38.2 -4.7 -3.5

中 32.7 29.1 -1.9 -1.0

小 40.3 39.5 +2.5 +1.3

中 24.3 24.3 -0.3 -0.9

質　　問　　項　　目
校
種

北海道の結果(％) 全国比

R8 R7 R8 R7

自
己
有
用
感

、
挑
戦
心
等

自分には、よいところがあると思うと回答した児童生徒の割合

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思うと回答した児童生徒の割合

将来の夢や目標を持っていると回答した児童生徒の割合

人が困っているときは、進んで助けていると回答した児童生徒の割合

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思うと回答した児童生徒の割合

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思うと回答した児童生徒の割合

英語の勉強は好きだと回答した児童生徒の割合

※北海道の結果は最も肯定的に回答した割合。
※児童［７０］生徒［７０］は令和７年度に設定されていない項目のため、児童［７０］は令和６年度の回答結果、生徒［７０］は令和５年度の回答結果

各
教
科
へ
の
興
味
・
関
心

、
理
解
度

国語の授業の内容はよく分かると回答した児童生徒の割合

算数・数学の勉強は好きだと回答した児童生徒の割合

算数・数学の授業の内容はよく分かると回答した児童生徒の割合

国語の勉強は好きだと回答した児童生徒の割合

２ 結果の概要 (5) 質問調査〔ウェルビーイング等に関する項目〕

児童 [９]

生徒 [９]

児童 [１０]

生徒 [１０]

児童 [１１]

生徒 [１１]

児童 [１６]

生徒 [１６]

児童 [３３]

生徒 [３３]

児童 [５３]

生徒 [５３]

児童 [５４]

生徒 [５４]

児童 [６１]

生徒 [６１]

児童 [６２]

生徒 [６２]

児童 [７０]

生徒 [７０]

児童 [８]

生徒 [８]
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〈小学校〉 〈小学校〉 〈中学校〉

〈小学校〉 〈小学校〉 〈中学校〉〈中学校〉

「1．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、令和７年度と比べて、小学校で0.7ポイント低く、
中学校で0.8ポイント高い。
全国と比べて、小学校で1.9ポイント高く、中学校で0.2ポイント低い。

「1．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、令和７年度と比べて、小学校で1.0ポイ
ント低く、中学校で3.6ポイント高い。
全国と比べて、小学校で4.7ポイント低く、中学校で1.9ポイント低い。

「自分には、よいところがあると思いますか」 「将来の夢や目標を持っていますか」

「1．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、令和７年度と比べて、小学校で2.4ポイント低く、
中学校で1.6ポイント高い。
全国と比べて、小学校で1.3ポイント低く、中学校で1.9ポイント高い。

「1．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、令和７年度と比べて、小学校で1.1ポイ
ント低く、中学校で2.2ポイント高い。
全国と比べて、小学校で1.0ポイント高く、中学校で1.0ポイント高い。

「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」 「算数・数学の授業の内容はよく分かりますか」

〈中学校〉

42.3 

44.7 

42.5 

40.7 

10.5 

10.2 

4.5 

4.3 

R8

北海道

R7

北海道

43.6 

47.3 

42.0 

39.6 

9.8 

9.1 

4.3 

3.9 

R8

全国

R7

全国

（％）

42.9 

41.3 

41.5 

44.3 

11.0 

10.9 

4.4 

3.4 

R8

北海道

R7

北海道

41.0 

40.7 

43.0 

45.5 

11.3 

10.5 

4.5 

3.2 

R8

全国

R7

全国

（％）
1．当てはまる 2．どちらかといえば、当てはまる 3．どちらかといえば、当てはまらない 4．当てはまらない

59.6

60.7

22.7

21.8

10.8

10.6

6.4

6.9

R8

北海道

R7

北海道

58.6 

60.7 

23.2

22.4

10.8

10.3

6.8

6.6

R8

全国

R7

全国

（％）

38.4 

36.2 

28.8 

30.2 

20.2 

22.1 

12.2 

11.2 

R8

北海道

R7

北海道

37.4 

35.5 

30.2 

32.0 

20.5 

21.9 

11.5 

10.2 

R8

全国

R7

全国

（％）

２ 結果の概要 (5) 質問調査〔ウェルビーイング等に関する項目〕

33.8

34.5

46.8

46.9

15.5

14.4

3.9

4.2

R8

北海道

R7

北海道

31.9 

33.8 

48.2

47.5

15.9

14.2

3.9

4.4

R8

全国

R7

全国

（％）

21.9 

21.1 

48.6 

52.2 

22.3 

20.1 

7.1 

6.4 

R8

北海道

R7

北海道

22.1 

22.4 

50.2 

52.9 

21.2 

18.8 

6.4 

5.6 

R8

全国

R7

全国

（％）

37.2

38.2

36.8

37.2

17.5

17.3

8.1

7.2

R8

北海道

R7

北海道

41.9 

41.7 

35.6

36.6

15.1

15.1

6.8

6.5

R8

全国

R7

全国

（％）

32.7 

29.1 

38.3 

38.6 

19.3 

22.3 

9.3 

9.6 

R8

北海道

R7

北海道

34.6 

30.1 

39.6 

40.2 

17.6 

20.5 

7.7 

8.8 

R8

全国

R7

全国

（％）

［児童８]

［生徒８]

［児童１０]

［生徒１０]

［児童３３]

［生徒３３]

［児童６２]

［生徒６２]

1．当てはまる 2．どちらかといえば、当てはまる 3．どちらかといえば、当てはまらない 4．当てはまらない

1．当てはまる 2．どちらかといえば、当てはまる 3．どちらかといえば、当てはまらない 4．当てはまらない 1．当てはまる 2．どちらかといえば、当てはまる 3．どちらかといえば、当てはまらない 4．当てはまらない
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